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１．概要（Summary） 

ハスの葉の超撥水性表面など自然界には微細構造に

より多くの機能を発現している生物がいる。それらを模倣

した人工の超撥水性表面は多数報告されているが、その

どれもが基本的に柔軟性が低く壊れやすいという欠点が

あり、日常的にも使用が困難である。そこで我々は疎水性

であり柔軟性のある加硫ゴムに着目し、超撥水性微細構

造ゴム表面の作製を行った。また、延伸によって水滴吸

着制御を試みた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 マスクアライナ、レーザー直接描画装置、ヘリコンスパッ

タ装置、反応性イオンエッチング装置 

 

【実験方法】 

石英基板上にレーザー直接描画装置、ヘリコンスパッ

タ装置、マスクアライナを用いて直径 10 ミクロンの円形構

造が配列したフォトマスクを作製した。作製したフォトマス

クを用いて Si 基板上にレジストパターンを形成し、反応性

イオンエッチング装置を用いてエッチング処理を行い、Si

鋳型の作製を行った。（Fig. 1） 

空孔構造を有する Si 鋳型にカーボンブラック、硫黄な

どを含む未加硫ゴムを置き、5 MPa でプレスしながら

180℃で 10 分間加硫した。シリコン基板から加硫ゴムを剥

がして冷却後、表面の構造をレーザー顕微鏡で観察、接

触角計を用いて水滴とゴム表面との接触角を測定した。ま

た、水滴を 2 cm の高さからゴム表面に落下させたときの

水滴の振る舞いをハイスピードカメラで観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ゴム表面をレーザー顕微鏡で観察すると、表面には微

細な突起構造を有していた。また、その表面の水滴との接

触角を測ると 156ºであり超撥水性を発現していた。その表

面に水滴を 2 cm の高さから落とすと、水滴はどの水量で

も跳ねたが、ゴムを 150 %延伸すると 5 µL で一部が表面

に吸着し、8 µL では完全に吸着した。また、200 %延伸す

るとどの水量でも完全に吸着した。これはゴムを延伸する

と突起の間隔が広がり水滴が Cassie-Baxter 状態から

Wenzel 状態に移行したことによって吸着したと考えられる。 

以上の結果から、ゴム表面に突起構造を形成させること

により超撥水性を発現させることに成功し、また、延伸によ

って水滴の吸着制御が可能であった。 
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Fig. 1 (a) A laser microscope image and (b) a laser 

microscope 3D image of Si mold. 


